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日本のお米のアダムとイヴ 
         田淵宏朗 ((独)農研機構中央農研北陸研究センター)
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日本のお米のアダムとイヴ 
 

田淵宏朗 ((独)農研機構中央農研北陸研究センター) 
 
 イネ班の田淵です。稲作伝搬の北東アジアの終点(?)の島国、日本の稲の多様性について

ゲノム解析を中心に研究を行っております。よろしくお願いします。 
 
 
Ⅰ 日本の水田の 1/3 は「コシヒカリ」 
 

 稲の収穫時期を迎え(写真 1)、新米

の季節が来たので、食いしん坊の私は

わくわくしています。皆さんのお好み

の銘柄はもちもち食感が特徴の「コシ

ヒカリ」でしょうか? 最近は少しさ

っぱりした北海道のお米も人気上昇

中です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1：はさかけ 
北陸研究センターでの収穫作業。ハサに稲をか

けて自然乾燥させている。コンバインが普及し

たため、一般農家で見かけることはほとんどな

くなった。 ちなみに、北陸地域の一般農家の水

田の 75%で「コシヒカリ」が作付けされている。

 

日本で現在栽培されている水稲は 250 品

種以上ありますが、少数銘柄に作付けが集

中しています。28 年連続 1位は「コシヒカ

リ」でシェアが 37.4%もあります(写真 2)。

「ヒノヒカリ」、「ひとめぼれ」、「あきたこ

まち」までの上位 4品種で全国の水田の 2/3

以上での作付け、上位 10 品種(「キヌヒカ

リ」、「はえぬき」、「きらら 397」、「ほしの

ゆめ」、「つがるロマン」、「ななつぼし」)

では 82.5%も占めています。これらを「現

在の主要な栽培品種」と呼ぶこととします。 
 
  
  
 

写真 2：新旧王者 

「コシヒカリ」は 1979 年に「日本晴」を抜いて作付面積のトップに。

以後独走状態。かつての王者「日本晴」は 2006 年では 18 位まで下落。

しかし、イネの代表としてゲノムの全塩基配列が解読され、溜飲を下げ

た。ちなみに、品種名としては「にっぽんばれ」が正しい読み方。 

 
 
 
 



 
 
 

 
Ⅱ 「コシヒカリ」一族で（ほぼ）全国制覇 
 
現在の主要な栽培品種は、食味・草姿・出穂期・病虫害抵抗性等が異なりそれぞれ特徴

がありますが、「コシヒカリ」以外の 9品種にも育成過程で「コシヒカリ」が交配されてい

るため、血縁関係にあります。特に、北海道以外の 6 品種は「コシヒカリ」との遺伝的な

類似度が高いことが知られています。 
 
 

Ⅲ 現在の品種の素因数分解 －6品種の主要在来種－ 

 
さて、ある品種の先祖をたどっていくと、交配親が不明のためそれ以上さかのぼれない

(分けられない)品種に突き当たります。これらは「在来種」と呼ばれ、江戸末期・明治・

大正にかけて篤農家や研究者等が、各地で古くから栽培されていた品種群から優れた特性

を持つ株を選抜してきたものです。 

  

 現在の主要な栽培品種は血縁関係にあり

ますが、先祖の在来種がどれほど異なって

いるか系譜を調べてみました。「コシヒカ

リ」は 3世代たどれば 6品種の在来種、「愛

国 (「銀坊主」や「陸羽 20 号」等も同一で

あると見なします。以下同じ)」・「旭 (「朝

日」)」・「上州」・「 神力(「撰一」)」・「 大

場(「森田早生」)」・「亀の尾」、に到達しま

す(写真 3)。一方「ななつぼし」では 15 世

代・のべ 493 品種の在来種までたどれます

が、重複を省くと 25 品種まで減少します。

10 品種の合計では先祖在来種は 35 品種で

す。これらのうち、寄与率(各在来種が現在

の品種に及ぼしている遺伝的影響)の高い

上位 6品種(「愛国」・「旭」・「大場」・「亀の

尾」・「神力」・「上州」)で 80.3%、10 品種で

は 89.0%の寄与率がありました。また、現

在の主要な栽培品種の作付面積で在来種の

寄与率を補正すると、上位 6 品種で 91.7%

を占めました。同様の傾向は既に報告があ

り、現在の代表品種への寄与率が高い在来

種の品種数はそれほど多くはないことが再

確認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

写真 3：「コシヒカリ」のおばあさん 

「農林 8号」は、「コシヒカリ」の母親である「農林 22 号」の母親。では「農林

8号」の親はというと、在来種である「愛国(「銀坊主」)」と「旭(朝日)」。ちな

みに、イネの系譜を示すとき、前や上に書かれるのが母親。女性の方が強いのは

どこの世界でも同じ。 



 
 
 
 
 
Ⅳ 日本の田んぼで栽培されているお米のご先祖様は大きくは 2 品種 

 
ここまで、現在の主要な栽培品種は近縁であること、それらへの寄与率が高い在来種は

6品種程度であることが分かりました。もしこれらの在来種の遺伝的な多様性が高ければ、

それらを交配して育成された現在の品種群も高い多様性を示す可能性があります。 

私たちは、在来種「愛国」・「旭」・「大場」・「亀の尾」・「神力」・「上州」、及び現在の品種

「コシヒカリ」・「あきたこまち」を含む 25 品種の日本の稲についてゲノムの多様性を解析

し、これらの品種群は遺伝的に近縁でかつ多様性が低く、そのゲノムは主に 2 種類の先祖

遺伝子型からなるモザイク構造を示すことを明らかにしました。このことから、これらの

在来種から育成された、「コシヒカリ」・「あきたこまち」以外の 8 品種もまた、2 種類の先

祖遺伝子型からなるゲノム構造を持っているのではと私たちは考えています。そして、そ

の先祖遺伝子型の大本の持ち主である遠いご祖先様 －アダムとイヴの 2 品種(とその他?)

－ のことをあれこれ想像しながら新米を頂くと、底なし沼のような重粘土質の田んぼで汗

をかきかきイネのサンプリングをした(作業性の高い長靴は必需品!)苦労が、ずいぶんと報

われる気がするのです。 
 


